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男
女
が
平
等
で
あ
る
た
め
に

編集後記

※氏名については、敬称略で表記しました。 8

Ｄ Ｖ 相 談 窓 口

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

平成２５年３月、「とちぎ市男女共同参画プラン」（５年間の取組期間）が策定さ
れ、栃木市の将来像が示されました。「きららとちぎ」を通して、真の男女平等に
関心を深めていただけるよう推進していきたいと思います。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
後
に
し
て
早
く
も
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
様
々
な
人

に
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
職
業
柄
か
ら

女
性
と
職
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
多
く
の
女
性
は
英
語
に
堪
能

で
あ
っ
た
り
、
海
外
生
活
の
経
験
が
あ
っ
た

り
と
教
養
の
あ
る
人
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
の
多
く
の
人
た
ち
が
出

産
を
き
っ
か
け
に
、
専
業
主
婦
と
し
て
家
に

入
る
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
希

望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
出
産
・
育
児

休
暇
制
度
が
少
し
違
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
社

会
全
体
の
考
え
が
少
し
違
う
の
な
ら
、
も
し

か
し
た
ら
そ
の
選
択
を
強
い
ら
れ
て
い
る
女

性
は
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
ど
の
国
に
お
い
て
も
人
口
増
減

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
産
む
た

め
に
仕
事
へ
の
影
響
が
出
る
と
い
う
考
え
方

は
、
日
本
の
よ
う
な
最
先
端
を
行
く
国
に
は

相
応
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が
出
生

率
１
．39
と
い
う
低
い
数
字
を
生
み
出
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
女
性
の
就
業

率
が
49
％
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
56
％

と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
出
生
率
は

２
．05
と
、
２
０
１
２
年
度
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
の
中
で
も
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
も

事
実
で
す
。
私
の
国
で
は
、
も
は
や
女
性
だ

か
ら
家
庭
を
守
る
と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
女
性
が
安
心
し
て
出
産
、
社
会
復
帰

で
き
る
よ
う
国
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で

す
。私

自
身
、
２
人
の
子
を
持
つ
父
親
で
す
。

出
産
給
付
金
や
子
ど
も
医
療
費
な
ど
子
ど
も

を
育
て
や
す
い
環
境
は
整
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立
を
望
む

女
性
た
ち
の
働
き
や
す
い
環
境
は
、
ま
だ
ま

だ
整
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。何

万
人
も
の
教
養
あ
る
日
本
女
性
が
家
庭

だ
け
の
生
活
か
ら
社
会
へ
出
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
は
ず
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
の
先
、
５
年
10
年
と
社
会
が
、
そ
し
て

女
性
自
身
が
社
会
に
お
け
る
重
要
性
を
自
ら

認
め
、
21
世
紀
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
都
賀
在
住
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
／

英
会
話
講
師
）

サ
イ
モ
ン　
　

カ
バ
ナ
ー

ひとりで悩まないで
ご相談を！！

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にある
相手からの暴力をいいます。　どうしたらよいかわからないようでしたら、一度、
相談してみませんか。

栃木市役所　こども課 (0282-21-2229
栃木警察署 (0282-25-0110
とちぎ男女共同参画センター相談ルーム (028-665-8720
認定 NPO法人 ウイメンズハウスとちぎ (028-621-9993 
認定 NPO法人 サバイバルネット・ライフ (0285-24-5192
女性の人権ホットライン（宇都宮地方法務局） (028-627-3855　
栃木県警察本部県民相談室 (028-627-9110

ＤＶから守ってくれる法律「ＤＶ防止法」が平成 25年に一部改正されました。
生活の本拠を共にする交際相手からの暴力及びその被害者についても、配偶者からの
暴力及び被害者に準じて、法の適用対象となります。

☆適用対象の拡大



と ち ぎ 市 男 女 共同参画プラン
平成２５年度～平成２９年度

「男は仕事、女は家庭｣と性別で男女の役割
を決めてしまう（固定的性別役割分担）意
識を解消し、家庭・地域・職場など、社会
のあらゆる場面で、性別にかかわらず、男
女が共に認め合い、支え合いながら、個性
と能力を発揮することをいいます。

固定的性別役割分担意識、男性優位の社会
制度や慣行がまだまだ残り、平等にはまだ
なっていません。

 「男女共同参画」ってな～に？Q1
A

いま、男女平等社会なの？Q2
A 少子高齢化・人口減少の到来で、さまざまな

問題が生じているため必要です。
市民意識調査の結果を踏まえ、法的整備を
図るため、平成23年3月「栃木市男女共同
参画推進条例」を制定し、その条例に基づ
く行動計画として、「とちぎ市男女共同参画
プラン」を作りました。市の将来像の実現
に向けて、みなさんで行動しましょう。

男女共同参画社会の実現は必要なの？Q3
A

男女共同参画社会実現のためには？Q4
A

23

栃木市
の

将来像

誰もが生き生きと暮らし、
豊かで活力ある男女共同参画社会
市民・事業者・教育関係者のみなさんや市がそれぞれの
役割を認識して、主体的に取り組み、互いに、
連携・協働しながら行動しましょう。

プランを進めるために、誰がどこで
どのようにすればよいのでしょう。

◎ 一人ひとりの考え方や行動を尊重します
◎ 家族全体で家事・育児・介護を分担します
◎ 暴力を許さず、暴力を受けたら相談機関に相談します
◎ 男女が対等に企画や方針決定の場に参画します
◎ 地域の中で助け合い、安心して生活できるよう絆を深
めます

◎ 配置・昇進・賃金など男女格差を解消します
◎ 方針決定過程に、男女が対等に参画し責任を持ちます
◎ バランスのとれた労働時間で、男女共にゆとりと充実感を持って働けるようにします
◎ セクハラのない職場をめざし、研修・体制を整備します

◎ 市民が主役のまちづくりをするため男
女共同参画の推進に関する施策を実施
します

◎ 互いの性と個性を大切にし、自分らしさを育てます
◎ 友だちの良さを認め合い、協力できるようにします
◎ 社会の一員としての体験学習を重視し、適性を生かした進路
選択を支援します

学習機会の提供「男女共生大学」

男女平等教育の推進「協力して学習する小学生」

出前講座の開催「ミニ市民のつどい」

経営能力向上の研修会への促進「実践事例講演セミナー」

高齢化、過疎化、人間関係希薄化、核家
族、未婚率上昇、単身世帯増加 など地域 →

孤独な育児・介護、配偶者等からの暴力 
など家庭 →

市民

市

教　育
関係者事業者
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と
ち
ぎ
市

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
29
日（
土
）

 

栃
木
市
市
民
会
館

お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
22
日（
土
）

 

大
平
文
化
会
館

第
一
部  

標
語・写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

第
二
部  

コ
ン
サ
ー
ト

優
秀
な
標
語
と
写
真
に
、
市
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
か
？　

そ
う
聞
く
父
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し
そ
う

大
宮
北
小
５
年　

須
藤　

す
ず

さ
す
が
だ
な　

み
ん
な
で
作
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
味
は
!!

栃
木
第
三
小
５
年　

松
沼
萌
々
香

サ
ッ
カ
ー
選
手　

男
も
女
も

な
れ
る
よ
ね

大
宮
北
小
５
年　

寺
内　

里
麻

お
つ
か
れ
さ
ま　

た
が
い
を
思
う

父
と
母

大
平
中
央
小
５
年　

熊
倉　

由
樹

「
手
伝
う
よ
」　

ち
が
う
よ
家
事
は

み
ん
な
の
仕
事

赤
麻
小
５
年　

杉
之
原　

勇
亮

男
性
も
女
性
も　

や
り
た
い
仕
事

で
き
る
よ
ね

合
戦
場
小
５
年　

神
田　

ひ
か
る

　

表
彰
式
の
緊
張

も
和
ら
ぎ
、「
夏

は
来
ぬ
」や「
茶
つ

み
」な
ど
懐
か
し

い
歌
声
に
聞
き
入

り
、
歌
遊
び
で
は

声
を
は
ず
ま
せ
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
近
頃
は
童
謡
が
あ
ま
り
歌
わ
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
次
代
へ
つ
な
ぐ
文
化

遺
産
と
の
思
い
で
歌
い
続
け
て
い
き
た

い
」
と
の
話
に
、
同
感
し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
人
と
の
和
を
根

底
に
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

〇
標
語　

小
学
生
の
部

栃
木
県
誕
生
1
4
0
年
記
念
事
業

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

 

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

第
９
回

　

北
関
東
男
女
共
同
参
画
会
議

 

㏌
う
つ
の
み
や

〇
写
真　

一
般
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞「

仲
良
し
」　
石
川
利
方

お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
22
日（
土
） 

大
平
文
化
会
館

（
表
紙
に
記
載
）

「うまいのが　できるぞ！」永喜多重雄「調味料は家族の笑顔」熊倉　弥生

育
メ
ン
が　

深
め
る
夫
婦
と親

子
の
キ
ズ
ナ

松
山　

智
恵

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
は
、
仕
事
と
家

庭
や
地
域
活
動
な
ど
の
生

活
の
調
和
が
と
れ
て
い
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
等
々
、

仕
事
以
外
の
場
を
大
切
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊

富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま

れ
、
人
生
が
豊
か
に
な
り
、

そ
れ
が
仕
事
に
生
か
さ
れ

る
と
い
う
、〝
相
乗
効
果
〞

を
及
ぼ
し
合
う
よ
い
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
が
目
的

で
す
。

参
加
者
の
感
想

◎
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
大
ま

か
な
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

◎
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。子
育
て
、介

護
も
女
性
の
仕
事
と
思
っ
て
い
た
が
、

男
性
の
協
力
が
必
要
と
思
っ
た

◎
女
性
の
社
会
進
出
、働
き
や
す
い
職
場

環
境
作
り
と
子
育
て
支
援
が
必
要

◎
理
想
と
現
実
に
は
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
。女
性
の
活
躍
で
き
る
場
が
社
会
的

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
望
む

◎
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言

葉
を
初
め
て
知
っ
た
。企
業
や
国
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

た
◎
結
婚
の
前
に
聞
い
て
い
た
ら
、前
の
仕

事
を
辞
め
ず
に
続
け
た
と
思
う

私
が
や
る
よ　

僕
も
や
る
よ

男
女
共
同
、
希
望
の
言
葉

　

早
乙
女　

秀
信

仕
事
も　

育
児
も
楽
し
む
ぞ

　
　
　
　

パ
パ
ス
イ
ッ
チ
、オ
ン
！

長　

善
規

〇
標
語　

一
般
の
部

「
幸
せ
は
仕
事
と
生
活
の

 

調
和
か
ら
生
ま
れ
る

 

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

 

基
礎
講
座
〜
」

女
声
合
唱
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 「
コ
ー
ル
・
ヴ
ェ
リ
タ
」

講　

話

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

 

〜
私
と
彼
と
仕
事
と
家
庭
〜
」

ワーク・ライフ・バランス̶ 仕事と生活の調和 ̶

　

午
前
の
部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
グ
ル
ー
プ
や
団
体
等
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
栃
木
市
代
表
と
し
て
、
お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
る
会
が
朗
読
劇

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜
私
と
彼
と

仕
事
と
家
庭
〜
」
を
熱
演
し
ま
し
た
。

　

午
後
の

部
で
は
、

「
女
性
も
男

性
も
息
苦

し
く
な
い

社
会
へ
〜

男
女
共
同

参
画
社
会

の
今
と  

こ

れ
か
ら
〜
」

と
題
し
て
、

和
光
大
学
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信

三
恵
子
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
ど
ん
な
世
界
に
住
ん
で
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
資
料
を
基
に
説
明
さ

れ
、
女
性
が
活
躍
で
き
て
い
な
い
日
本
の
現

状
を
踏
ま
え
、
女
性
が
楽
な
社
会
は
男
性

に
と
っ
て
も
楽
と
結
論
づ
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
６
月
23
日（
日
）

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

平
成
25
年
10
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

平
成
25
年
7
月
20
日（
土
）

宇
都
宮
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

日
本
女
性
会
議〈
男
女
共
同
参
画
〉

　

２
０
１
３
あ
な
ん
に
参
加
し
て

 

県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業
参
加
者

 

橋
本　

晴
美

　
『
い
き
い
き
わ
く
わ
く
小
さ
な
ま
ち
か

ら
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
！
』
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
７
万
７
千
人
の
地
方
都
市
の
徳

島
県
阿
南
市
か
ら
、
男
女
が
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
な
利
益

を
均
等
に
享
受
し
、
平
等
に
責
任
を
担

う
重
要
性
と
必
要
性
の
訴
え
を
全
国
へ

発
信
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
紙
袋
に
思
い
が
詰
ま
り
、
こ

ど
も
達
の
明
る
く
力
強
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
や
「
何
は
無
く
と

も
阿
波
踊

り
」
に
阿
波

の
心
意
気
を

感
じ
、
今
こ

そ
地
方
か
ら

元
気
、
力
を

発
信
す
る
時

だ
と
思
い
ま

す
。

「とちぎ県民のつどい」

「日本女性会議あなん」

○
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）大
平
文
化
会
館

テ
ー
マ「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

（
介
護
に
関
す
る
こ
と
）

○
と
ち
ぎ
市
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）栃
木
市
市
民
会
館

内
容　

標
語
・
写
真
の
表
彰
、講
演

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
（
予
定
）

有限会社フェードイン代表

工藤　敬子

「おおひら男女共同参画を
すすめる会」による自作自演

朗
読
劇

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

う
つ
の
み
や
市
民
会
議
15
周
年
記
念
」と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
賛
歌「
や
さ
し
い
風
に

な
り
た
く
て
」の
歌
に
合
わ
せ
、い
き
い
き

体
操
で
幕
開
け
。

第
一
分
科
会
―
い
き
い
き
体
操
の
実
技

第
二
分
科
会
―「
カ
ル
タ
で
考
え
る
男
女
共

同
参
画
」と
題
し
、詠
み
札
が
で
き
る
ま
で

の
経
緯
を
紹
介

第
三
分
科
会
―
15
年
前
と
25
年
後
を
対
比

　
『
目
に
見
え
る
活
動
を
し
、成
果
に
つ
な

げ
、男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
で
き
る
よ

う
活
動
し
よ
う
』と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

よ

ワーク ライフ バランス
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と
ち
ぎ
市

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
29
日（
土
）

 

栃
木
市
市
民
会
館

お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
22
日（
土
）

 

大
平
文
化
会
館

第
一
部  

標
語・写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

第
二
部  

コ
ン
サ
ー
ト

優
秀
な
標
語
と
写
真
に
、
市
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
い
し
い
か
？　

そ
う
聞
く
父
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し
そ
う

大
宮
北
小
５
年　

須
藤　

す
ず

さ
す
が
だ
な　

み
ん
な
で
作
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
味
は
!!

栃
木
第
三
小
５
年　

松
沼
萌
々
香

サ
ッ
カ
ー
選
手　

男
も
女
も

な
れ
る
よ
ね

大
宮
北
小
５
年　

寺
内　

里
麻

お
つ
か
れ
さ
ま　

た
が
い
を
思
う

父
と
母

大
平
中
央
小
５
年　

熊
倉　

由
樹

「
手
伝
う
よ
」　

ち
が
う
よ
家
事
は

み
ん
な
の
仕
事

赤
麻
小
５
年　

杉
之
原　

勇
亮

男
性
も
女
性
も　

や
り
た
い
仕
事

で
き
る
よ
ね

合
戦
場
小
５
年　

神
田　

ひ
か
る

　

表
彰
式
の
緊
張

も
和
ら
ぎ
、「
夏

は
来
ぬ
」や「
茶
つ

み
」な
ど
懐
か
し

い
歌
声
に
聞
き
入

り
、
歌
遊
び
で
は

声
を
は
ず
ま
せ
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
近
頃
は
童
謡
が
あ
ま
り
歌
わ
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
次
代
へ
つ
な
ぐ
文
化

遺
産
と
の
思
い
で
歌
い
続
け
て
い
き
た

い
」
と
の
話
に
、
同
感
し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
人
と
の
和
を
根

底
に
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

〇
標
語　

小
学
生
の
部

栃
木
県
誕
生
1
4
0
年
記
念
事
業

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

 

と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い

第
９
回

　

北
関
東
男
女
共
同
参
画
会
議

 

㏌
う
つ
の
み
や

〇
写
真　

一
般
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞「

仲
良
し
」　
石
川
利
方

お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
25
年
６
月
22
日（
土
） 

大
平
文
化
会
館

（
表
紙
に
記
載
）

「うまいのが　できるぞ！」永喜多重雄「調味料は家族の笑顔」熊倉　弥生

育
メ
ン
が　

深
め
る
夫
婦
と親

子
の
キ
ズ
ナ

松
山　

智
恵

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
は
、
仕
事
と
家

庭
や
地
域
活
動
な
ど
の
生

活
の
調
和
が
と
れ
て
い
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
等
々
、

仕
事
以
外
の
場
を
大
切
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊

富
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま

れ
、
人
生
が
豊
か
に
な
り
、

そ
れ
が
仕
事
に
生
か
さ
れ

る
と
い
う
、〝
相
乗
効
果
〞

を
及
ぼ
し
合
う
よ
い
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
が
目
的

で
す
。

参
加
者
の
感
想

◎
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
大
ま

か
な
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

◎
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。子
育
て
、介

護
も
女
性
の
仕
事
と
思
っ
て
い
た
が
、

男
性
の
協
力
が
必
要
と
思
っ
た

◎
女
性
の
社
会
進
出
、働
き
や
す
い
職
場

環
境
作
り
と
子
育
て
支
援
が
必
要

◎
理
想
と
現
実
に
は
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
。女
性
の
活
躍
で
き
る
場
が
社
会
的

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
望
む

◎
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言

葉
を
初
め
て
知
っ
た
。企
業
や
国
全
体

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

た
◎
結
婚
の
前
に
聞
い
て
い
た
ら
、前
の
仕

事
を
辞
め
ず
に
続
け
た
と
思
う

私
が
や
る
よ　

僕
も
や
る
よ

男
女
共
同
、
希
望
の
言
葉

　

早
乙
女　

秀
信

仕
事
も　

育
児
も
楽
し
む
ぞ

　
　
　
　

パ
パ
ス
イ
ッ
チ
、オ
ン
！

長　

善
規

〇
標
語　

一
般
の
部

「
幸
せ
は
仕
事
と
生
活
の

 

調
和
か
ら
生
ま
れ
る

 

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

 

基
礎
講
座
〜
」

女
声
合
唱
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 「
コ
ー
ル
・
ヴ
ェ
リ
タ
」

講　

話

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

 

〜
私
と
彼
と
仕
事
と
家
庭
〜
」

ワーク・ライフ・バランス̶ 仕事と生活の調和 ̶

　

午
前
の
部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
グ
ル
ー
プ
や
団
体
等
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
栃
木
市
代
表
と
し
て
、
お
お
ひ
ら

男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
る
会
が
朗
読
劇

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜
私
と
彼
と

仕
事
と
家
庭
〜
」
を
熱
演
し
ま
し
た
。

　

午
後
の

部
で
は
、

「
女
性
も
男

性
も
息
苦

し
く
な
い

社
会
へ
〜

男
女
共
同

参
画
社
会

の
今
と  

こ

れ
か
ら
〜
」

と
題
し
て
、

和
光
大
学
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信

三
恵
子
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
ど
ん
な
世
界
に
住
ん
で
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
資
料
を
基
に
説
明
さ

れ
、
女
性
が
活
躍
で
き
て
い
な
い
日
本
の
現

状
を
踏
ま
え
、
女
性
が
楽
な
社
会
は
男
性

に
と
っ
て
も
楽
と
結
論
づ
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
６
月
23
日（
日
）

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

平
成
25
年
10
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

平
成
25
年
7
月
20
日（
土
）

宇
都
宮
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

日
本
女
性
会
議〈
男
女
共
同
参
画
〉

　

２
０
１
３
あ
な
ん
に
参
加
し
て

 

県
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業
参
加
者

 

橋
本　

晴
美

　
『
い
き
い
き
わ
く
わ
く
小
さ
な
ま
ち
か

ら
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
！
』
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
７
万
７
千
人
の
地
方
都
市
の
徳

島
県
阿
南
市
か
ら
、
男
女
が
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
な
利
益

を
均
等
に
享
受
し
、
平
等
に
責
任
を
担

う
重
要
性
と
必
要
性
の
訴
え
を
全
国
へ

発
信
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
紙
袋
に
思
い
が
詰
ま
り
、
こ

ど
も
達
の
明
る
く
力
強
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
や
「
何
は
無
く
と

も
阿
波
踊

り
」
に
阿
波

の
心
意
気
を

感
じ
、
今
こ

そ
地
方
か
ら

元
気
、
力
を

発
信
す
る
時

だ
と
思
い
ま

す
。

「とちぎ県民のつどい」

「日本女性会議あなん」

○
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）大
平
文
化
会
館

テ
ー
マ「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

（
介
護
に
関
す
る
こ
と
）

○
と
ち
ぎ
市
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

平
成
26
年
６
月
28
日（
土
）栃
木
市
市
民
会
館

内
容　

標
語
・
写
真
の
表
彰
、講
演

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
（
予
定
）

有限会社フェードイン代表

工藤　敬子

「おおひら男女共同参画を
すすめる会」による自作自演

朗
読
劇

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

う
つ
の
み
や
市
民
会
議
15
周
年
記
念
」と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
賛
歌「
や
さ
し
い
風
に

な
り
た
く
て
」の
歌
に
合
わ
せ
、い
き
い
き

体
操
で
幕
開
け
。

第
一
分
科
会
―
い
き
い
き
体
操
の
実
技

第
二
分
科
会
―「
カ
ル
タ
で
考
え
る
男
女
共

同
参
画
」と
題
し
、詠
み
札
が
で
き
る
ま
で

の
経
緯
を
紹
介

第
三
分
科
会
―
15
年
前
と
25
年
後
を
対
比

　
『
目
に
見
え
る
活
動
を
し
、成
果
に
つ
な

げ
、男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
で
き
る
よ

う
活
動
し
よ
う
』と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

よ

ワーク ライフ バランス
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責
任
も
や
り
が
い
も
自
分
次
第

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル（
株
）イ
オ
ン
栃
木
店

　
　
　
　
　
　
　
店
長　

藤
田　
祥
子

Ｊ
Ｒ
東
日
本 

中
央
線　
　
　
　

若
泉　
愛

ハ
ー
ド
ル
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会
長　

田
中　
梅
雄

栃
木
地
域

　

私
の
勤
め
る
小
売
の
世
界
で
は
、
女
性

の
お
客
様
と
女
性
の
従
業
員
が
多
い
の
が

特
徴
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
休
暇
や
勤
務
形
態
が

準
備
さ
れ
、
活
用
し
な
が
ら
家
庭
と
仕
事

を
両
立
し
て
い
る
従
業
員
も
多
く
存
在
し

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
安
心
し
て
働
け
る

職
場
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

営
業
時
間
が
長
い
こ
と
は
、
負
担
に
な

る
部
分
と
、
生
活
時
間
に
併
せ
た
勤
務
時

間
の
選
択
が
で
き
る
部
分
と
の
両
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
が
無
理
な
く
働
け

る
よ
う
、
定
期
的
な
話
合
い
の
場
を
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
上
で
の
性
差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
分
、
責
任
も
権
限
も
や
り
が

い
も
自
分
次
第
と
い
う
面
が
大
き
い
で
す

が
、男
女
こ
だ
わ
り
な
く
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
持
っ
て
お
客
様
と
の
出
会
い
を
皆

で
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

子
ど
も
と
地
域
の
架
け
橋
に

西
方
地
域

　

私
た
ち
の
会
は
、「
西
方
の
子
ど
も
を

地
域
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
各
機
関
・
団
体
が
一
丸

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、

母
親
に
任
せ
き
り
に
な
り
が
ち
な
子
育
て

を
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
家

庭
や
地
域
全
体
で
実
践
で
き
る
雰
囲
気
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
に
「
に
し
か
た
子
ど

も
夏
ま
つ
り
」、
１
月
に
「
ど
ん
ど
焼
き
」

を
主
催
し
ま
し
た
。
父
親
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
住
民
に
も
声
か
け
し
て
み
ん

な
で
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
、
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
と
保
護
者
の
心
に
寄
り

添
い
、
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
の
架
け
橋

に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

波
に
乗
り
自
由
に
泳
ぐ
人

都
賀
地
域

　

６
年
前
、
祖
父
が
病
に
倒
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
東
京
か
ら
栃
木
に
戻
り
、
父
に
代

わ
っ
て
家
業
の
食
堂
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
失
敗
は
た
く
さ
ん
し
た
け

れ
ど
、「
今
あ
る
も
の
に
手
を
加
え
て
よ

り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
の
が
好
き
。

こ
の
お
店
を
、
人
が
集
ま
る
居
心
地
の
い

い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

食
堂
以
外
に
も
活
動
の
幅
は
広
く
、
商

工
会
青
年
部
で
は
唯
一
の
女
性
部
員
と
し

て
貴
重
な
存
在
で
し
た
。
青
年
部
は
今
年

で
卒
業
で
す
が
、
栃
木
市
女
性
消
防
団
に

入
団
し
ま
し
た
。　

　
「
ひ
と
つ
の
波
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
と
、

必
ず
ま
た
別
の
波
が
来
る
」
新
し
い
波
が

来
れ
ば
躊
躇
せ
ず
波
に
乗
り
、
自
由
に
泳

ぐ
前
向
き
な
輝
く
女
性
で
す
。

（
取
材　

編
集
員
）

私
は
電
車
の
運
転
士

大
平
地
域

　

そ
れ
は
高
校
２
年
の
時
で
し
た
。
学
校

か
ら
帰
る
電
車
の
中
で
、
女
性
の
車
掌
さ

ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
耳
に
し
、「
こ
れ

だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
母
に
「
私
、
電
車
の
車
掌
に

な
る
！
」
と
、
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。 

母

は
、「
遺
伝
か
し
ら
ね
」
と
。
私
が
小
学
４

年
の
時
に
亡
く
な
っ
た
母
方
の
祖
父
は
、

鉄
道
マ
ン
だ
っ
た
と
の
事
。
そ
れ
を
聞
い

た
と
き
、
は
っ
き
り
目
標
が
見
え
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
専
門
学
校
へ
進
み
、
そ
の

後
、 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
入
社
し
ま
し
た
。
み

ど
り
の
窓
口
や
改
札
等
の
勤
務
を
経
験

し
、
25
歳
の
時
に
念
願
の
車
掌
に
な
れ
ま

し
た
。

　

常
務
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
次
の
目
標

に
向
け
て
研
修
を
重
ね
、
現
在
は
新
宿
発

特
急
列
車
「
あ
ず
さ
」「
か
い
じ
」
の
運

転
士
と
し
て
乗
務
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
体
力
面
で
大
変
な
時
が
あ
り
ま

す
が
、
男
女
の
差
な
く
希
望
す
る
仕
事
が

で
き
る
こ
と

に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い

ま
す
。

地
域
を
照
ら
す
灯
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

藤
岡
地
域

　

平
成
16
年
に
、
藤
岡
町
の
各
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
子
ど
も
会
育
成
会
役
員
で
、

い
じ
め
を
題
材
に
し
た
映
画
「
ハ
ー
ド
ル
」

を
町
文
化
会
館
で
上
映
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に「
ハ
ー
ド
ル
会
」を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ
る
・
地

域
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
と

の
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

偶
数
月
の
第
３
日
曜
日
に
図
書
館
で
ア
ニ

メ
の
上
映
会
や
お
た
の
し
み
会
、
ま
た
、
町

の
子
ど
も
会
や
関
連
団
体
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
が
主
な
活
動
で
す
。

　

ほ
か
に
「
ハ
ー
ド
ル
」
製
作
者
の
講
演
会

や
、自
閉
症
の
娘
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
に
、

子
育
て
の
体
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
く
場
を

設
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
小
さ
い
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
域
を
照
ら
す
た
く
さ
ん
の

灯
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ツ
ル
ミ
食
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子

に
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子
ど
も
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ト
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会
長　

若
林　
忠
雄

　
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
第
二
の
人
生
を

 

遠
藤　
日
出
和

　

私
は
昨
年
、
長
年
勤

め
た
会
社
を
定
年
退
職

し
、
現
在
は
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
妻
は

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
不
規
則
な
仕
事
で

す
の
で
、
洗
濯
や
掃
除

な
ど
で
き
る
事
は
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
娘
に
は
２
人
の

女
の
子
、
息
子
に
は
２

人
の
男
の
子
と
、
４
人

の
孫
が
い
ま
す
。
４
人

そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
に

育
っ
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
は
「
じ
い
じ
」
と
呼
び
ま
す
。

　

娘
が
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
２
人
の
子
守
を
頼
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
に
乗
せ
て
電
車
を
見
に
行
っ
た
り
、
公
園
で

遊
ん
だ
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
風
呂
に
入
れ
た
り
と
、
孫
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
孫
が
で
き
て
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
を
見
る
と
自
然
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
夫
婦
２
人
、
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
第
二
の
人

生
を
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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世
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、
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的
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の
場
を
持
つ

よ
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に
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す
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仕
事
上
で
の
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は
ほ
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ん
ど
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せ
ん
。
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の
分
、
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も
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限
も
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が
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す
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」
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出
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を
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で
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。
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方
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ち
の
会
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、「
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の
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ど
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地
域
み
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な
で
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」
の
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ガ
ン
の
下
、
各
機
関
・
団
体
が
一
丸

と
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て
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い
ま
す
。
日
ご
ろ
、
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に
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に
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が
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な
子
育
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を
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の
開
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を
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に
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や
地
域
全
体
で
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雰
囲
気
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く
り
に
努
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ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
に
「
に
し
か
た
子
ど

も
夏
ま
つ
り
」、
１
月
に
「
ど
ん
ど
焼
き
」

を
主
催
し
ま
し
た
。
父
親
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
住
民
に
も
声
か
け
し
て
み
ん

な
で
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
、
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
と
保
護
者
の
心
に
寄
り

添
い
、
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
の
架
け
橋

に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

波
に
乗
り
自
由
に
泳
ぐ
人

都
賀
地
域

　

６
年
前
、
祖
父
が
病
に
倒
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
東
京
か
ら
栃
木
に
戻
り
、
父
に
代

わ
っ
て
家
業
の
食
堂
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
失
敗
は
た
く
さ
ん
し
た
け

れ
ど
、「
今
あ
る
も
の
に
手
を
加
え
て
よ

り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
の
が
好
き
。

こ
の
お
店
を
、
人
が
集
ま
る
居
心
地
の
い

い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

食
堂
以
外
に
も
活
動
の
幅
は
広
く
、
商

工
会
青
年
部
で
は
唯
一
の
女
性
部
員
と
し

て
貴
重
な
存
在
で
し
た
。
青
年
部
は
今
年

で
卒
業
で
す
が
、
栃
木
市
女
性
消
防
団
に

入
団
し
ま
し
た
。　

　
「
ひ
と
つ
の
波
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
と
、

必
ず
ま
た
別
の
波
が
来
る
」
新
し
い
波
が

来
れ
ば
躊
躇
せ
ず
波
に
乗
り
、
自
由
に
泳

ぐ
前
向
き
な
輝
く
女
性
で
す
。

（
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私
は
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車
の
運
転
士

大
平
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そ
れ
は
高
校
２
年
の
時
で
し
た
。
学
校

か
ら
帰
る
電
車
の
中
で
、
女
性
の
車
掌
さ

ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
耳
に
し
、「
こ
れ

だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
母
に
「
私
、
電
車
の
車
掌
に

な
る
！
」
と
、
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。 

母

は
、「
遺
伝
か
し
ら
ね
」
と
。
私
が
小
学
４

年
の
時
に
亡
く
な
っ
た
母
方
の
祖
父
は
、

鉄
道
マ
ン
だ
っ
た
と
の
事
。
そ
れ
を
聞
い

た
と
き
、
は
っ
き
り
目
標
が
見
え
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
専
門
学
校
へ
進
み
、
そ
の

後
、 

Ｊ
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東
日
本
へ
入
社
し
ま
し
た
。
み

ど
り
の
窓
口
や
改
札
等
の
勤
務
を
経
験

し
、
25
歳
の
時
に
念
願
の
車
掌
に
な
れ
ま

し
た
。

　

常
務
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
次
の
目
標

に
向
け
て
研
修
を
重
ね
、
現
在
は
新
宿
発

特
急
列
車
「
あ
ず
さ
」「
か
い
じ
」
の
運

転
士
と
し
て
乗
務
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
体
力
面
で
大
変
な
時
が
あ
り
ま

す
が
、
男
女
の
差
な
く
希
望
す
る
仕
事
が

で
き
る
こ
と

に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い

ま
す
。

地
域
を
照
ら
す
灯
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

藤
岡
地
域

　

平
成
16
年
に
、
藤
岡
町
の
各
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
子
ど
も
会
育
成
会
役
員
で
、

い
じ
め
を
題
材
に
し
た
映
画
「
ハ
ー
ド
ル
」

を
町
文
化
会
館
で
上
映
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に「
ハ
ー
ド
ル
会
」を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
地
域
が
変
わ
る
・
地

域
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
と

の
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

偶
数
月
の
第
３
日
曜
日
に
図
書
館
で
ア
ニ

メ
の
上
映
会
や
お
た
の
し
み
会
、
ま
た
、
町

の
子
ど
も
会
や
関
連
団
体
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
が
主
な
活
動
で
す
。

　

ほ
か
に
「
ハ
ー
ド
ル
」
製
作
者
の
講
演
会

や
、自
閉
症
の
娘
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
に
、

子
育
て
の
体
験
談
を
話
し
て
い
た
だ
く
場
を

設
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
小
さ
い
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
域
を
照
ら
す
た
く
さ
ん
の

灯
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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に
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ま
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が
ら
第
二
の
人
生
を

 

遠
藤　
日
出
和

　

私
は
昨
年
、
長
年
勤

め
た
会
社
を
定
年
退
職

し
、
現
在
は
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
妻
は

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
不
規
則
な
仕
事
で

す
の
で
、
洗
濯
や
掃
除

な
ど
で
き
る
事
は
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
娘
に
は
２
人
の

女
の
子
、
息
子
に
は
２

人
の
男
の
子
と
、
４
人

の
孫
が
い
ま
す
。
４
人

そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
に

育
っ
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
は
「
じ
い
じ
」
と
呼
び
ま
す
。

　

娘
が
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
２
人
の
子
守
を
頼
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
に
乗
せ
て
電
車
を
見
に
行
っ
た
り
、
公
園
で

遊
ん
だ
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
風
呂
に
入
れ
た
り
と
、
孫
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
孫
が
で
き
て
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
を
見
る
と
自
然
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
夫
婦
２
人
、
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
第
二
の
人

生
を
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イクメン・イクジイイクメン・イクジイ
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男
女
が
平
等
で
あ
る
た
め
に

編集後記

※氏名については、敬称略で表記しました。 8

Ｄ Ｖ 相 談 窓 口

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

平成２５年３月、「とちぎ市男女共同参画プラン」（５年間の取組期間）が策定さ
れ、栃木市の将来像が示されました。「きららとちぎ」を通して、真の男女平等に
関心を深めていただけるよう推進していきたいと思います。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
後
に
し
て
早
く
も
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
様
々
な
人

に
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
職
業
柄
か
ら

女
性
と
職
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の
多
く
の
女
性
は
英
語
に
堪
能

で
あ
っ
た
り
、
海
外
生
活
の
経
験
が
あ
っ
た

り
と
教
養
の
あ
る
人
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
の
多
く
の
人
た
ち
が
出

産
を
き
っ
か
け
に
、
専
業
主
婦
と
し
て
家
に

入
る
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
希

望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
出
産
・
育
児

休
暇
制
度
が
少
し
違
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
社

会
全
体
の
考
え
が
少
し
違
う
の
な
ら
、
も
し

か
し
た
ら
そ
の
選
択
を
強
い
ら
れ
て
い
る
女

性
は
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
ど
の
国
に
お
い
て
も
人
口
増
減

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
産
む
た

め
に
仕
事
へ
の
影
響
が
出
る
と
い
う
考
え
方

は
、
日
本
の
よ
う
な
最
先
端
を
行
く
国
に
は

相
応
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
こ
そ
が
出
生

率
１
．39
と
い
う
低
い
数
字
を
生
み
出
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
女
性
の
就
業

率
が
49
％
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
56
％

と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
出
生
率
は

２
．05
と
、
２
０
１
２
年
度
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
の
中
で
も
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
も

事
実
で
す
。
私
の
国
で
は
、
も
は
や
女
性
だ

か
ら
家
庭
を
守
る
と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
女
性
が
安
心
し
て
出
産
、
社
会
復
帰

で
き
る
よ
う
国
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で

す
。私

自
身
、
２
人
の
子
を
持
つ
父
親
で
す
。

出
産
給
付
金
や
子
ど
も
医
療
費
な
ど
子
ど
も

を
育
て
や
す
い
環
境
は
整
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立
を
望
む

女
性
た
ち
の
働
き
や
す
い
環
境
は
、
ま
だ
ま

だ
整
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。何

万
人
も
の
教
養
あ
る
日
本
女
性
が
家
庭

だ
け
の
生
活
か
ら
社
会
へ
出
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
は
ず
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
の
先
、
５
年
10
年
と
社
会
が
、
そ
し
て

女
性
自
身
が
社
会
に
お
け
る
重
要
性
を
自
ら

認
め
、
21
世
紀
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
都
賀
在
住
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
／

英
会
話
講
師
）

サ
イ
モ
ン　
　

カ
バ
ナ
ー

ひとりで悩まないで
ご相談を！！

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など親密な関係にある
相手からの暴力をいいます。　どうしたらよいかわからないようでしたら、一度、
相談してみませんか。

栃木市役所　こども課 (0282-21-2229
栃木警察署 (0282-25-0110
とちぎ男女共同参画センター相談ルーム (028-665-8720
認定 NPO法人 ウイメンズハウスとちぎ (028-621-9993 
認定 NPO法人 サバイバルネット・ライフ (0285-24-5192
女性の人権ホットライン（宇都宮地方法務局） (028-627-3855　
栃木県警察本部県民相談室 (028-627-9110

ＤＶから守ってくれる法律「ＤＶ防止法」が平成 25年に一部改正されました。
生活の本拠を共にする交際相手からの暴力及びその被害者についても、配偶者からの
暴力及び被害者に準じて、法の適用対象となります。

☆適用対象の拡大


